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分類コード 大分類 中分類 小分類
K11 平 組 平 織
Kユ2 〃 た　て　縞 2／2綾
K13 〃 〃 2／1綾
K14 〃 よ　こ　縞 2／2綾
K15 〃 〃 2／1綾
K21 むしろ編型
K31 丸 組 平 織
K32 〃 た　て　縞 2／2綾
K33 〃 〃 2／1綾
K34 〃 〃 3／1綾
K35 〃 よ　こ　縞 2／2綾











































：傘：轡 麟1麟 ・麟 轡緯
第5－2図
VI　分類コードと従来名称との対応
　組物は装飾用の目的で作られる物が多いので，次々と変わった組織が作られてきた。三次・四次
では限りがあるが，高次の組物では無限に変化組織が作り出されている。基本組物はその中の一部
　　　　　　　　　　　9　ではあるが，山木氏の名称と対応してみる。（第2表）
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第2表　　分類コードと従来名称との対比
分類コード 山木氏の組紐の名称
K1ユ03 三つ組
K2104K3104K4104 四つ打
Kユ408 唐八つ組
K2ユ08 和角（双角八つ打）
K3108 丸八つ打（一間飛び）
K3208 角八つ打（洋角，二間飛び）
K3408 目流れ八つ打
K3508 あづま二間飛び（釣四つ，藤四つ）
K1412 平唐組
K21ユ2 御室源氏組
K3ユ12 内規組
お　わ　り　に
　被服材料学を学ぶ学生にとって，組物をどうしたら分かり易くなるか考えて，織物組織の類推に
よる分類を作成した。組物は手芸として作られる結果，変化組織が多く，基本組織はほんの一部に
過ぎないかも知れない。然し，一部であろうと，こういった考え方に依って被服材料が理解し易く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞なれぽ幸いである。
　（注）
田中道一・婁斗秀夫「被服材料学」朝倉書店　1976　P．ユ29
林雅子・酒井豊子「被服材料学」実教出版株式会社1979P・ユ0ユ
村瀬春弥「被服材料学」柴田書店　1978　P．88
村杉邦男「組み紐の幾何学」講談社　1982　以下の注記ではM書と略記す
M書　P．21－P．22
M書　P．64
M書　P．ユユ6
M書　P．43
山木　薫「くみひもの研究」総合科学出版　1978
